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図書館通信 
中高生版 2022 年 6 月号 №12 

７月 

新着図書 

６月 

 

図書館 

カレンダー 
 

 この印が休みの日です 

開館時間 １０時～１８時 

日 月 火 水 木 金 土 

     １ ２ ３ ４ 
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日 月 火 水 木 金 土 

       １ ２ 
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10 11 12 13 14 15 16 

17 18 19 20 21 22 23 
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31       
 

＜YA・小説＞ 

『スイッチ』 
 

ココロ 直、櫻井 とりお、桜川 ハル／著

PHP研究所 

＜YA・小説＞ 

『脱出クラブ』 
 

黒 史郎、ささき かつお、萩原 弓佳

／著    

PHP研究所 

＜YA・小説＞ 

『5分で読書 アイツに届

けわたしの想い』 
 

カドカワ読書タイム／編 

KADOKAWA 

＜YA・小説＞ 

『マスクと黒板』 
 

濱野 京子／作 

講談社 

＜YA・小説＞ 

『５分後に犯人に迫る 

ラスト』 

 

エブリスタ／編 

河出書房新社 

＜YA・小説＞ 

『目で見ることばで話を

させて』   
 

アン・クレア・レゾット／作 

横山 和江／訳 岩波書店 

＜YA・伝記＞ 

『世界を変えた 146人の

子ども』 
 

ルーラ・ブリッジポート／著 

北川 玲／訳 創元社 

＜YA・学習＞ 

『東大生の勉強法カタロ

グ』 
学研プラス 

＜一般・小説＞ 

『マスカレード・ゲーム』 
 

東野 圭吾／著 

集英社 

＜一般・英語＞ 

『80パターンで英語が 

止まらない！』 
塚本 亮／著 

高橋書店 

  

  

  

一学期が始まって、あっという間に２か月が過ぎまし

た。中高生のみなさんは、行事や勉強などに一生懸命取り

組んだり、新しい環境に慣れるために毎日がんばっている

と思います。 

 ただ、がんばりすぎるのはあまりよくありませんので、

適度に休憩をしたほうがいいですよ。 

 図書館では、＜長与の子の心を見つめる教育週間＞コー

ナーを作って、心や命を大切に思う気持ちを育む本を紹介

しています。 

 「なんとなく、疲れたなあ。」と感じたら、読書をして心

を癒してあげてくださいね。 

 

雨の日は、 

本がぬれないように 

気をつけましょう！ 



 

  

 

はっさくさんの本棚 今月の特集コーナー 

『レイン （1）～』  （吉野 匠／著 アルファポリス） 
 

大国の新王は世界制覇の野望を抱き、隣国へ侵略を始め

ます。滅亡の危機にさらされた小国サンクワールですが、そ

こには魔法剣を携えた騎士レインがいました。1巻では、読

書好きのひ弱な少年が最強戦士へと変わったエピソードが

綴られています。 

＜児童書テーマ＞ 「雨って楽しい♪」 

＜一般書テーマ＞ 「食べる喜び」 

『南極ではたらく』  （渡貫 淳子／著 平凡社） 

 

南極の生活は 24時間 365日、気象観察や除雪作業で

気の休まるときはありません。そのような非日常的な生活

の中で、食べることは生きることであり、幸せでもありま

す。限られた食材で、隊員を満足させる料理を作る調理隊

員の、奮闘記です。 

 

今月は「クラブ活動」をテーマに、はっさくさんがブックトークをします。 

＜このコーナーの主＞ 

ミックンのおじいちゃん 

はっさくさん 

大きな大会を間近に控えて、部活動の練習に力が入る時期じゃのう。100％実話の

部活ストーリー『青春サプリ。好きだから負けたくない』には、長崎県立国見高校の

吹奏楽部が、たった５人で吹奏楽コンクールに挑んだ物語が記されておる。新型コロ

ナウイルスの影響で休校になったり発表の場が無くなったりして練習に身が入らな

い時期もあったが、大きな舞台へ挑戦する姿にワシも胸が熱くなったよ。 

吹奏楽といえば、高校野球のアルプススタンドで繰り広げられるブラスバンド演奏

が頭に浮かぶのう。『ブラバン甲子園大研究』では、よく演奏される曲や常連校の応援

曲にまつわる秘話が書かれておる。北海道や沖縄など遠方で甲子園まで吹奏楽部員た

ちが行けない学校の応援を、大阪の学校がサポートするらしい。これから高校野球を

観るときは、プレーだけではなく応援も注目したいのう。 

全国大会まで進むチームはどんな練習をしておるのじゃろう。『最強部活の作り方』

を読んでみると勝利に結びつく秘訣がわかるぞ。一方で、勝利にこだわりすぎた結果

その競技を嫌いにならないよう配慮する監督の愛情も感じられたよ。過度な練習で体

をこわす生徒もいるからのう。 

いわゆる“ブラック部活”にしないために、中高生のみんなができることがあるぞ。

『僕たちの部活動改革』は、問題を抱えた中学校のバレー部が、みんなで課題解決に

取り組む話じゃ。部員不足や顧問の不在、練習時間・場所を確保できないなど、みん

なの中にも似たような問題を抱えている部はないかい？それを解決するヒントが書

かれておるよ。 

将来部活動を指導する立場になりたいと思っている人は、今から『部活動指導員ガ

イドブック』を読んで、専門的知識の必要性を知っておくといいんじゃないかな？ 

【「はっさくさんの本棚」で紹介された本は全て長与町図書館で借りられます】 

『青春サプリ。好きだから負けたくない』（田中 夕子ほか／文 くじょう／絵 ポプラ社）    『ブラバン甲子園大研究』（梅津 有希子／著 文藝春秋）   『最強部活の作り方』（日比野 恭三／著 文藝春秋） 

『僕たちの部活動改革』（神谷 拓／著 かもがわ出版）   『部活動指導員ガイドブック 基礎編』（藤後 悦子／編著 ミネルヴァ書房） 

 

  


